
流山民報号外（２３．９．２６）小田桐090‐8567‐8858

市
民
の
声

素
早
く
届
け
、
実
施
求
め
る

６
月
議
会
に
続
き
、
９
月
議
会
で
も
小

規
模
事
業
者
や
市
内
公
共
交
通
事
業
者
等

へ
の
支
援
が
実
現
（
左
表
参
照
）
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
願
い
実
現
へ
お
力
を
お

貸
し
く
だ
さ
い
。

補正予算で実現した

経済対策
事 業 費

※中小企業等

電気料金高騰対策

５６５２

万円

交通事業者

燃料価格高騰対策

１１１６

万円

公共施設運営指定管理事業者

への物価高騰補填

１０９２

万円

５月１７日、市長へ要請する党市議団（左から２番目がおだぎりたかし市議）

電気料金の負担軽減 ご活用を

流山市は現在、実施要綱の作成。１０月１１日、「広

報ながれやま」に掲載予定です。（必ずご確認ください）

９月分の電気代（２万５千円以上）をもとに、４ヶ月

分の電気代の一部を補助し、負担軽減を図るもの。

【例】３万円（税抜き）×１５．９％（料金値上げ分）

×４ヶ月＝１万９０８０円…百円以下を切り捨て、補助

額は１万９千円。

必要書類は、事業継続の確認書類（確定申告の写し等）

と今年９月の電気料金領収書１枚あれば、申請できる制

度。

（窓口）流山市商工振興課：０４-７１５０-６０８５



路
線
バ
ス
の
廃
止
路
線
は
、
全
国

約
１
万
８
千
ｋ
ｍ
に
の
ぼ
り
、
乗
り

合
い
バ
ス
事
業
者
の
７
割
が
赤
字
に
。

さ
ら
に
新
型
感
染
症
が
拡
大
し
た
20

～
21
年
度
の
赤
字
総
額
は
、
約
３
７

６
０
億
円
に
も
。

こ
ん
な
な
か
京
成
バ
ス
は
、
東
初

石
線
（
流
山
01
）
、
西
初
石
線
（
流

山
02
）
を
今
年
い
っ
ぱ
い
で
廃
止
す

る
と
発
表
。
市
は
別
途
対
策
を
講
じ

る
ま
で
の
間
、
赤
字
補
填
を
行
う
計

画
で
す
。
そ
の
手
始
め
に
、
１
～
３

月
分
の
赤
字
補
填
分
、
３
３
０
万
円

を
補
正
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

京
成
バ
ス
は
、
「
収
支
赤
字
」
を

強
調
し
ま
す
が
、
感
染
拡
大
に
伴
う

乗
客
減
少
対
策
や
ガ
ソ
リ
ン
代
高
騰

対
策
と
し
て
、
市
か
ら
21
年
３
０
０

万
円
、
22
年
２
０
１
万
円
、
23
年
１

３
４
万
円…

総
額
６
３
５
万
円
が
京

成
バ
ス
へ
補
助
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
京
成
バ
ス
は
、
21
年
３

月
～
１
日
当
た
り
の
本
数
を
６
０
％

も
減
便
、
23
年
１
月
～
土
日
の
運
行

廃
止
に…

。
利
便
性
の
悪
化⇨

利
用

者
減
少⇨

収
支
悪
化⇨

利
用
で
き
な

い
バ
ス
へ
と
悪
循
環
と
な
っ
て
お
り
、

公
共
交
通
事
業
者
と
し
て
乗
客
確
保

の
た
め
の
努
力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ス
路
線
の
廃
止
や
大
幅
減
便
に

対
し
、
全
国
各
地
で
は
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
模
索
す
る

立
場
か
ら
、
国
や
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
よ
る
「
協
働
・
連
携
に
よ
る
事
業

評
価
（
関
心
が
あ
る
方
は
「
公
共
交

通

ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
」
で
検

索
）
」
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

「
評
価
」
の
方
法
は
、
バ
ス
廃
止

に
伴
う
追
加
経
費
が
必
要
と
な
る
行

財
政
項
目
を
想
定
し
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
て
持
続
可
能
な
公
共
交
通

を
実
施
す
る
取
り
組
み
で
す
。

「
事
業
評
価
は
取
り
入
れ

な
い
」
と
答
弁

９
月
２
１
日
決
算
審
査
特
別
委
員

会
で
は
、
お
だ
ぎ
り
市
議
の
質
疑
に
、

担
当
課
は
「
本
市
に
は
ぐ
り
ー
ん
バ

ス
の
方
針
が
あ
り
、
ご
指
摘
の
評
価

は
取
り
入
れ
な
い
」
と
答
弁
。
市
長

の
方
針
が
硬
直
化
を
招
い
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
05
年
に
導
入
し
た
ぐ

り
ー
ん
バ
ス
は
、
今
や
年
間
１
億
円

弱
の
公
費
を
投
入
。
結
果
、
運
行
本

数
で
も
料
金
体
系
で
も
、
民
間
バ
ス

よ
り
利
便
性
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。
い
っ
ぽ
う
、
ぐ
り
ー
ん
バ
ス

が
走
ら
な
い
地
域
は
公
費
投
入
の
メ

リ
ッ
ト
は
な
く
、
地
域
格
差
、
民
間

バ
ス
撤
退
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。「

井
の
中
の
蛙
、
大
海
を
知
ら
ず
」

と
同
じ
よ
う
に
、
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
の

方
針
だ
け
で
は
今
の
難
局
は
乗
り
越

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
市
役
所
乗
り
入
れ

を
は
じ
め
、
地
域
全
体
で
連
携
を
深

め
、
可
能
性
を
前
向
き
に
模
索
で
き

る
よ
う
、
新
し
い
評
価
や
取
り
組
み

が
欠
か
せ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
こ
そ
市

民
の
知
恵
と
力
が
必
要
で
す
。


